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「栃建協（とちけんきょう）」：一般社団法人栃木県建設業協会の略称。各地域に根付いている建設業者が情報をお届けしています。 栃木県建設業協会は、県民の安全・安心な暮らしを守るため、日々、活動しています。

快適で安全なまちづくり
■岩原　近年、全国各地で地
震や異常気象による自然災害
が発生し、本県でも平成27年
９月の「関東・東北豪雨」で
は甚大な被害を受けました。
私たち地方の建設業者が「地
域の守り手」として住民から
頼られ、必要とされる時で
す。社会資本の整備や防災・

減災対策などその役割はますますクローズアップされてい
ます。しかし、建設業界では少子高齢化、団塊世代の大量

退職などで担い手の確保・育成が喫緊の課題となってい
ます。
　―自己紹介と業界に入ったきっかけ、やりがいなどを教
えてください。
■田嶋　宇都宮支部の千葉建設
で道路維持管理を担当している
田嶋雄介です。自ら作業したこ
とが人々のためになることにや
りがいを感じています。今以上
に知識や技術を向上させて快適
な道路環境づくりに貢献してい
きたいです。

■荒川　鹿沼支部の機械建設
で土木施工管理業務全般を担
当している荒川勇太郎です。
現場では大変なことも多いで
すが、現場が少しずつ出来上
がって、完成したときの達成
感にはやりがいを感じます。
利用者や地域の方々とより近

い位置で仕事を携わることができます。作ったものがずっ
と残る仕事なので、より良いものをつくっていきたい
です。
■礒田　同じく鹿沼支部の神谷建設で土木現場の施工管理
業務全般を担当している礒田悠希です。平成29年９月まで
は鹿沼市内の道路改良工事の現場代理人の職務についてい
ました。普段なにげなく通っている道路や橋などは、あっ
て当たり前のものと思いがちですが、その裏ではたくさん

の苦労や努力をして作ってい
ます。そんな縁の下の力持ち
的なところにやりがいを感じ
ています。これからも良いも
のを作り、人々から感謝され
る、そんな仕事をしていきた
いです。
■松本　日光支部の松本建設
で土木工事の現場代理人補佐

を担当している松本俊哉です。ものづくりの仕組みや楽し
さにやりがいを感じます。若いうちにたくさんの経験を積
み、これからの建設業界を盛り上げていけたらと思ってい
ます。
■古屋　同じく日光支部、東武道路工業の古屋新二です。
現在は鹿沼市粟野地内で舗装修繕工事を担当しています。
監督を務めていて感じたことは、作ったものが完成した時
には達成感が得られます。そこにやりがいを感じます。
■成田　下都賀支部の佐藤工業で監督業務全般を担当する
成田楓です。関東・東北豪雨の時、私はこの業界１年生
で、右も左も分からない状態でしたが、災害復旧の現場を
担当させていただき、達成感とやりがいを感じました。

安心して暮らせるまちに
　―災害時の迅速な応急・復旧活動を行う地方の建設業界
は今、「地域の守り手」として期待が高まっています。そ
のことをどう受け止めていますか。また若い世代を建設業
にとって魅力ある建設業界とするにはどうすればよいで
すか。
■田嶋　「地域の守り手」と
呼ばれることは光栄です。期
待に応えられるよう日々努力
をしていこうと心掛けていま
す。若い世代を引きつけるに
は子どものころから親しみを
持てるような活動をすること
が重要ではないでしょうか。
■荒川　地域の方々の暮らし

を支える仕事として、とても責任を感じます。責任感を
持って仕事をした結果、「地域の守り手」として貢献でき
ればうれしく思います。建設業の仕事がインターネットの
動画配信サービスでも簡単に見ることができます。そうし
たものを利用してはどうでしょうか。
■礒田　自分たちが地域の役に
立てることはとてもありがたい
事だと思います。同時に建設業
の仕事の内容や重要性をもっと
多くの人に知ってもらいたいで
す。特に子どもたちには小さい
頃から仕事のやりがいと楽しさ
を知ってもらい、将来の若手技
術者として増えていければ良い
と感じます。そのためにも私たちが改善するべきところは
改善していかなくてはならないと思います。
■松本　「地域の守り手」として期待されていることは、
光栄なことです。私は消防団としても活動しています。こ
れからも両面で「地域の守り手」として日々活動していき
たいと思います。ＳＮＳなどを使って建設業の素晴らしさ

を伝えていくのが良いのではな
いでしょうか。
■古屋　企業として努力するこ
とが将来、重要視されると思い
ます。そうなれば若手技術者も
増えると思います。給与と休暇
など、待遇面での改善も必要で
はないでしょうか。
■成田　私は初めに姿川にかか

る淀橋の堤防が流されてしまった現場に行きとても衝撃を
受けました。それは収穫間際の稲穂が砂利や砂に埋もれ、
一生懸命育てたものが一瞬でなくなってしまったことで
す。地元の人がとてもショックを受けていました。こうし
た災害が発生した時は迅速に対応し、丁寧で確実な作業を
行わなければなりません。地域の皆さんがより住みやすく
安心して暮らせるようにすることが私たち建設業の立ち位
置だと思います。
　―皆さんのお話を聞いて地元の方々も安心して地域で暮

らせると再認識されたことと思います。高い使命感を持っ
て現場で作業をされているということが良く分かりま
した。

災害復旧活動に尽力
　―平成27年９月の「関東・東北豪雨」で、皆さんは応
急・復旧活動に尽力されました。その時の対応について、
お聞かせください。
■成田　姿川の河川土工事で大型土のうや仮設道路を作り
ました。工期は９月11日から10月23日でした。堤防復旧の
現場で、東武鉄道の橋脚が流されたところで、鉄道復旧に
合わせて早く完了させるというプレッシャーがありまし
た。対岸は田んぼでしたが、地主さんの協力で搬入口を作
ることができたことは、今も感謝しています。搬入口や現
場も二次災害がなく工期内に終わりました。
■古屋　日光市内は、台風による大雨で田んぼの土手が崩
落し、復旧工事を行いました。土砂で埋もれたＵ型水路を
布設替えし、崩落した法面を補強した後、大雨で流出した
土砂を法面整形に利用するなどの方法を取り入れました。
■松本　田川で崩壊した川岸
を連結ブロックで覆い護岸復
旧する作業や流木撤去を行い
ました。ちょうど、田植え時
期と重なり時間帯で変化する
水量に対応した水替え作業は
慎重を期しました。また、重
機の移動や資材を置くスペー
スの制限にはとても苦労しま
した。

■礒田　鹿沼市の黒川で工事を行いました。鹿沼市御成橋
上流部は台風の影響で河川が氾濫し、護岸が洗掘され人家
が流されるなどの被害が出ました。工期は９月13日から30
日でした。被災箇所まで行く道路がなかったのでまず仮設
道路を作り、その後、大型土のう約1,000袋を製作・設置し
ました。また、根固めブロック約150個を設置し、休日返上
で作業を完了後、地元の方々から感謝の言葉を頂きま
した。
■荒川　鹿沼市奈佐原町で黒川の河川掘削工事を行いまし
た。工期は約５か月間で、河川の中にある竹、木、土砂を
取るという工事でした。
■田嶋　豪雨発生時から道路パトロール、通行止めの措
置、通行車両への説明などを行いました。豪雨終了時は円
滑な交通解放に向けての土砂撤去などをしました。工期は
９月９日から10月６日でした。
　―最後に吉田、上野両副委
員長、岩原委員長、一言ずつ
お願いします。
■吉田　「地域の守り手」と
して自分がやらなければとい
う使命感を持って取り組んで
いる事を心強く感じました。
皆さんの活動にこれからも期
待します。
■上野　皆さんの本音を聞くことができて私も感じるとこ
ろがありました。社会資本の整備は地味で、苦労も多いで
すが、自らの生業（なりわい）に自信と誇りを持ち、積極
的に発信してください。
■岩原　皆さんのお話を聞いて「地域の守り手」としての
意識が良く伝わってきました。今後も活躍してください。

地域から今、必要とされる時

松本建設　松本俊哉氏

機械建設　荒川勇太郎氏

佐藤工業　成田楓氏

上野勝弘　副委員長

吉田亘　副委員長

東武道路工業　古屋新二氏

土砂で覆われたライフライン確保作業（宇都宮市　古賀志町地内） 現場に土を搬入するために仮設道路を設置（壬生町　姿川　淀橋下） 護岸復旧作業前の災害状況を確認（鹿沼市　黒川　御成橋） 大雨で洗堀された川岸に連結ブロックを布設（日光市　田川）

崩落した法面補強で流出した土砂を利用（日光市　岩崎地内） 河床に根固めブロックを布設（鹿沼市　行川）


